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研究成果の概要（和文）：エキゾティシズムという古来より、また洋の東西を問わず見られた現

象を、西洋史、東洋史、日本史、英米文学、中国文学を専門とする研究者によって総合的に研

究した。その際特に、オリエンタリズムや帝国主義に回収されないエキゾティシズムの力に的

を絞り、その力をある程度具体的に明らかにしえた。中国庭園を愛で、東洋の陶磁器を愛好し

たヨーロッパの人々がそれによって影響を受け、いつしかモダニティへと導かれたといった事

例がそうである。また、これに関連してシノワズリーとジャポニスムを比較したとき、通説と

は逆にシノワズリーの方が西洋により根本的影響を与えた可能性があることも示唆しえた。 
 
研究成果の概要（英文）：Exoticism is not confined to the West. Nor to modern age. We studied this 
elusive exoticism comprehensively. In doing so, we concentrated our efforts to the influence of 
exoticism which can't be reduced to Orientalism, or imperialism, and presented its  concrete 
image. For example, European people, who loved Chinese garden and porcelain, were introduced 
to modernity ,before they  knew what was happening exactly. In relation to this point, we 
suggested that against commonly accepted theory, Chinoiserie rather than Japonisme might be 
revolutionary power to the West. 
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は、ポストコロニアリズムの衣をまとってい

て も 、 例 え ば 以 下 の 舞 台 ,Bombay 
Dreams,2001;The Far Pavilions,2005,に見

られるようになおも根強くある。しかし、そ

の原型となった近代のエキゾティシズムの

研究は、総花的なシンポジュウム（2008 

French Decorative Arts 
Symposium:Exoticism in French 
Decorative Art）などを別にすれば、主に帝

国主義の観点からオリエンタリズムと安易

に同一視されてきたため、その研究はなお不

十分なままであった。 
エキゾティシズム研究は、従来、１８世紀

を中心になされてきた。代表的な例としては、

G.S.Rousseau & Roy Porter(eds.), 
Exoticism in the Enlighttenment 
(Manchester U.P.,1990) や Robert P. 

MacCubbin & Christina Knellwof(eds.), 
Exoticism and the Culture of Exploration 
(Duke U.P., 2002)などがあるが、これらの研

究は、この時代が帝国主義や植民地支配が十

分に表面化していなかったために、１８世紀

こそがエキゾティシズム研究に最適な時代

とみなしていた。従って、１９世紀は「エキ

ゾティシズムの幻想が最も栄えた」時代と認

めつつも、世紀後半にはそれが「完全に陳腐

な幻想」に退化したとして、研究の価値を認

めようとしなかった。 
他方ポストコロニアリズムの立場でのエ

キゾティシズム研究も盛んだが、十分とはい

えない。例えば、Isabel Santaolalla(ed.),New 
Exoticisms(Rodopi,2000) や Graham 

Huggan, The Postcolonial  Exotic 
(Routledge,2001)などの研究では、着想の鋭

さは認められるが、残念ながら、歴史的な視

野と視点が欠落している。 
１９世紀から２０世紀前半にかけてのエ

キゾティシズム研究は、帝国主義全盛の時代

ということもあってか、幻想の多様性や戦略

としての可能性があたかも存在しないかの

ようにみなされ、不十分な状態のままであっ

た。たとえば、２０世紀初頭を扱った

Gerhard Schepers, “Exoticism in Early 
Twentieth-Century German Literature on 
Japan” in Christian W. Spang/Rolf-Harald 
Wippich (eds.), Japanese-German 
Relations, 1895-1945 (Routledge, 2006)は、

文学や音楽の事例紹介に留まっていた。また

世紀末のエキゾティシズムを扱った Sophie 

Fuller, Creative Women and Exoticism at 
the Last Fin-de-siecle,2005 や Martin 

Clayton&Bennett Zon, Music and 
Orientalism in the British 
Empire,1780s-1940s:Portrayal of the East, 
(Ashgate,2007)にしても、マイノリティが逃

避できる幻想の東洋という、旧来からのオリ

エンタリズム批判にとどまっていた。 
 このように、１８－２０世紀初頭のエキゾ

ティシズム研究はなお研究すべき余地が

多々残されていた。 

 
 
２．研究の目的 
本研究は、１８世紀から２０世紀前半にかけ

ての近代におけるエキゾティシズムを総合

的に研究し、その多様性と可能性を解明する

ことを目的としている。総合的とは、まずエ

キゾティシズムを単純に西洋から東洋、ある

いは東洋から西洋へ、ではなく、西洋と東洋

の双方向から捉えることである。そのため

に、本研究では西洋史（英独仏）、英文学、

アメリカ文化史研究、日本史、中国文学、中

国文化史、（比較）文化研究など多様な専門

分野の研究者を集めた。つぎに、近代のエキ

ゾティシズムを人種、階級、ジェンダーさら

には受容と消費の観点から重層的に研究す

ることで、そこに支配や収奪にとどまらない



 

 

解放や抵抗など無数の可能性を見出すこと

である。しかしとりわけ重視したのは、エキ

ゾティシズムがもつ「反転性の潜在力」（Isabel 

Santaolalla,ed.,New Exoticisms:Changing 

Patterns in the Construction of 

Otherness,Amsterdam,2000）を具体的に示すこ

とであった。 

 
 
３．研究の方法 

本研究は、東洋と西洋という認識の枠組み、

さらには南と北という観点も参考に、双方向

的に考察するという方法をとることで、オリ

エンタリズムとオクシデンタリズムとの対

立に回収されないエキゾティシズムの可能

性を、あるいは東西と南北の間で交差し交錯

するエキゾティシズムの政治性と越境性を

捉えようとするものである。 
１８世紀から２０世紀前半に時期を限定

し、この時期のエキゾティシズムの特質と意

味を明らかにするのだが、エキゾティシズム

の拡大と重層性の過程を東と西という認識

枠と、また補助線として南と北という認識枠、

双方から縦横に捉えることで、当該期におけ

るエキゾティックなものへの幻想の多様性

や戦略としての可能性を広く探りだすので

ある。 
 
 
４．研究成果 

われわれが最も心血を注いだのは、ほとん

ど必然的に一方的な権力関係のシステムに

なってしまうサイード的なオリエンタリズ

ムにはない、エキゾティシズムがもつ「反転

性の潜在力」を具体的に示すことであった

が、今回の科研での研究を通じてある程度こ

のことに成功した。シノワズリーやジャポニ

スムも、もちろんエキゾティシズムである

が、こうした側面についてほとんど明らかに

されてこなかった。ジャポニスムに関して、

浮世絵が印象派に与えた衝撃などが論じら

れてきただけである。しかし、そもそもジャ

ポニスムやピカソへの影響でよく知られて

いるプリミティヴィズムの西洋への衝撃に

しても、そのまえにシノワズリーによる西洋

への衝撃が必要であった。ところが、通説的

にはシノワズリーの影響は皮相なものとさ

れてきた。アンドレ・グンダー・フランクが

『リオリエント――アジア時代のグローバ

ル・エコノミー』において１８００年までの

世界経済においてアジア、とりわけ中国が中

心的地位を占めていたことを強調したのに

呼応して、近年文化史的にも中国が従来考え

られていたよりも強い影響力を持っていた

ことが強調されるようになった。われわれは

こうした説を検討し、Hugh Honour が

Chinoiserie:The Vision of Cathay,1961 で述べた

説、すなわち「ジャポネズリーはエキゾティ

ズムへの新しい需要に応え、瀕死のアカデミ

ズムの伝統の中にあった古典主義からの歓

迎すべき救済者を提供した。その歴史はより

長く複雑なシノワズリーの歴史をミニチュ

アサイズで反映している。だが両者はある重

要な点で異なっていた。１７，８世紀の画家

や職人は彼らのパトロンの命令で中国の芸

術についての彼ら自身の高度に個人的な解

釈を生み出していたが、１９世紀の画家は彼

ら自身が発見したオリエンタルのモデルに

より控えめで受動的な精神態度でアプロー

チした。彼らは日本の芸術が基づいている本

質的原理を理解し、マスターしようとした。

かくして日本は中国よりもはるかに深く、重

要な影響をヨーロッパの様々な芸術に与え

た」とする説は妥当性を欠くものであり、ジ

ャポニスムとプリミティヴィズムに先立っ

てシノワズリーが西洋世界により根本的な

影響を与え、いわばジャポニスムやプリミテ

ィヴィズムが影響を与えるための地ならし



 

 

をしていたことを明らかにした。また、ガラ

ンの翻訳から始まる『アラビアンナイト』の

西洋への影響についても、西洋の人々がただ

『アラビアンナイト』の世界に酔いしれてい

たというだけではなく、そのことによってい

つしか深い影響を受けていた可能性がある

ことを、たとえばディケンズやシャーロッ

ト・ブロンテの作品世界に見られることを明

らかにし、エキゾティシズムがもつ「反転性

の潜在力」の一端を示し得た。 
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